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　那須高原で、ご近所の方やボランティアさんの協力を得ながら、一人暮らしをしている母が
80 歳になりました。私をはじめ娘 6 人は他県に嫁ぎバラバラですが、母の傘寿の祝いを兼ねて
4月中旬、2泊 3日で韓国釜山へ旅行に行ってきました。女ばかりの 7人旅です。
　旅の目的はヨン様ではなく、茹でたてのカニを食べること。ところが、出発 1ヶ月前に母が
転んで左肩を骨折。とうとう「介護保険を申請する時が来てしまったか!?」という事態に見舞われ、
「主役抜きの旅行になってしまうのかしら？」という心配をよそに、母の強い希望で、腕を三角
巾で吊っての決行となりました。
　普段から長い距離を歩くことのできない母は、飛行機にシルバーカーを積んで搭乗したのです
が、片手では不安定で使いにくく逆に疲れてしまうようで、今回は残念ながら余計な荷物になっ
てしまいました。釜山ではガイドさんを頼み車で移動。ガイドさんが、地元の人が行く、安くて
おいしいお店へ連れて行ってくれました。
　到着した日の夜はサムゲタン。鶏の内臓を取り出して、そこにもち
米や高麗にんじん、栗、松の実などを入れて煮込んだものです。薬膳
の香りで全身が包まれ、体に効く～！という感じの料理です。
　翌朝はアワビ粥と甘鯛の素揚げ。アワビの肝をたっぷり入れて炊い
たお粥に、アワビのスライスが３枚のっているとても贅沢な朝食でし
た。午前中はスーパーでおみやげを買い、韓国エステでヨモギ蒸しや
垢すりを体験しました。血圧の高い母はサウナには入れなかったので
すが、丁寧なマッサージは気持ちよく十分に癒されたようです。
　昼食はいよいよ旅の目的、カニの出番です。市場に並んだ松葉ガニ
を自分たちで選び、その場で茹でてもらいます。そのまま茹でたてを
いただくのですが、これが実においしい。いつも食べている冷凍物と
はまるで違います。特にカニ味噌はサイコー。カニの身に味噌を和え
て食べると、またまたサイコーです。左肩を骨折しているはずの母も、
このときばかりは骨折の痛みを感じないのか、左手もフルに使って夢
中でカニを食べていました（笑）。
　今回の韓国グルメの旅は、高齢の母が娘たちに負けないくらいの食
欲で、本当に驚かされました。足腰は弱っても、移動手段がどうにか
なれば、まだまだ海外へも足を伸ばせそうです。来年もまたパスポー
トを持参し、おいしいものを皆で食べに行く約束をして解散しました。
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